
労ペン賞の来歴
回数 授賞者 著作 メモ 授賞年

１回 １、水野　秋 岡山県社会運動史全１７巻　　 ３回総会で表彰 1982年1月12日

２回 ２、渡辺　寛 帝都高速交通営団労組２０年史 昭和５７年度

京成労組１６年史 1983年5月22日

3回 ３、木畑公一 アジア船員と便宜置籍船 84年

４、坂本守 昭和史の中の労働運動

４回 なし

５回 5、鎌田慧 アジア絶望工場

6、板東慧 労働組合の可能性 ８６年

６回 なし

７回 ７、佐藤進 老後と年金のゆくえ ８８年

８、川鍋巌 翻訳書の感謝状贈呈

８回 ９、小野道浩 これが「連合」だ!　　　　　　　　 ８９年

１０、芦村庸介 連合司令部

１１、久村晋 産業政策と労働組合

９回 １２、河内山典隆 日本海員風雲録 ９０年

１０回 なし

１１回 １３、田村剛 アルバート・リース著「労働組合の経済学」の翻訳 ９２年

１２回 なし

１３回 １４、高木郁郎 特別賞・高木郁郎他「総評40年史」 ９４年

１５、加藤尚文 特別賞・コメンタール日本経済史料大系

１６、今村久寿輝 特別賞・人事・労務・労使関係－戦後45年の軌跡

１４回 １７、保谷六郎 日本社会政策史 ９５年

１５回 １８、矢加部勝美 戦後労働５０年史 創立１５周年記念賞 ９６年

１６回 １９、岩瀬孝 大失業回避への戦略　 ９７年

２０、千島明 特別賞・「現代中国の労働事情」

１７回 ２１、埋橋孝文 現代福祉国家の国際比較　　　　　　　 ９８年

２２、竹村之宏 進化する日本的経営

２３、宮武剛 介護保険のすべて

１８回 ２４、千葉利雄 戦後賃金運動－軌跡と展望 ９９年

１９回 なし

２０回 ２５、工藤幸雄 日本とILO／黒子としての半世紀 ０１年

２６、岡本昭市 21世紀の創造・I・労使の役割

２７、奥井礼喜 特別賞・奥井禮喜「元気の思想」

２１回 ２８、山路憲夫 医療保険がつぶれる ０２年

２２回 ２９、樋口篤三 めしと魂と相互扶助 ０３年

２３回 ３０、岩崎馨 成果主義は有効か－構造変革期における賃金問題 ０４年

３１、山崎光平 人物で綴る労働運動一世紀

２４回 ３２、新井洋 ものづくりをあきらめるな－小さい町工場『三鷹光器』世界への挑戦 ０５年

３３、江本嘉幸 戦後史の証言

３４、板垣保 特別賞・検証　労働運動半世紀

２５回 ３５、服部治 現代経営行動論 ０６年

３６、佐藤倫 特別賞・「東京新聞Works面＜佐藤倫編集委員・松野仁貞記者＞

３７、松野仁貞 特別賞・同上

２６回 ３８、松田宣子 魔女の目でみた暮らしと経済 ０７年

２７回 ３９、田中清定 概説労働基準法 ０８年

４０、小林美希 ルポ正社員になりたい

２８回 ４１、要宏輝 正義の労働運動ふたたび　労働運動の要論 ０９年

４２、久谷與四郎 事故と災害の歴史館-“あの時”から何を学ぶか

４３、東海林智 貧困の現場

２９回 ４４、小林良暢 なぜ雇用格差はなくないのか １０年

４５、竹信三恵子 ルポ雇用劣化不況

３０回 ４６、石井知章 現代中国政治と労働社会 １１年

３１回 ４７、芳賀清明 鈴木文治のいる風景 １２年

４８、小畑精武 公契約条例入門

４９、チャールズ・ウェザース アメリカの労働組合社会

３２回 ５０、呉学殊（おう・はくすう） 労使関係のフロンティアー労働組合の羅針盤 １３年

３３回 ５１、溝上憲文 非常の常時リストラ １４年

３４回 なし 〖奨励賞〗大澤賢（甦る被災鉄道） １５年

３５回 ５２、相原正雄 読んで楽しむ“働くこと” １６年

５３、熊谷謙一 アジアの労使関係と労働法

〖奨励賞〗岡山茂（格差時代の労働法制改革への提言）

３６回 なし １７年

３７回 なし １８年

３８回 ５４、本田一成 オルグ！オルグ！オルグ！ １９年
３９回 ５５、荻野登 平成春闘史 ２０年

５６、横田隆 工場法小史
５７、君嶋護男 ハラスメント 以上・本賞
５８、加藤裕治 特別賞・トヨタの話し合い
５９，久原穏 特別賞「働き方改革」の嘘
６０，鈴木則夫 特別賞・アジアの労使関係と労働法太平洋の労働運動 以上・特別賞

40回 61、早川行雄 人間を幸福にしない資本主義 ２１年
41回 62,小島正剛 グローバル連帯落穂拾いー現在と過去の対話 ２２年

63,師岡武男 「対案力」養成講座ー新自由主義を論破する経済政策
42回 64.笹島芳雄 ７０歳就業時代の雇用・賃金改革

62.高木雄郷 日本型共同決定制の構想ー「経済民主」による企業統治をめざして
66成瀬健生 特別賞・SDGｓの経営学第２章日本的経営の源流と発展 特別賞 ２３年
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